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芝と電気でつくる まちの未来図 ～Jリーグが後押しする地域脱炭素の全国モデル～

耕作放棄地を“電⼒×農業”で再⽣

しばふる太陽光発電所は、Jリーグが気候変動緩和策として進める助成金制度を活用した全国で最

初の取組みです。

ガイナーレ鳥取とローカルエナジーが連携して耕作放棄地でソーラーシェアリングを実施する事で耕作
放棄地を「芝生畑」として、「再エネの発電所」として再生させる事業です。

「Jリーグの支援 × 地域新電力 × Jリーグクラブによる農業」
というスキームは、耕作放棄地の再活用と脱炭素を両立する新たな地域モデルであり、他地域への展開を
見据えた、再現性の高いモデル

しばふる

太陽光発電所

ローカルエナジー：発電事業

ガイナーレ鳥取：芝生生産

Jリーグ：助成金
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地域脱炭素＝地域課題解決

地域課題

耕作放棄地

セイタカア
ワダチソウ

繁茂
ヌカカ繁殖

住民被害

境港市学校
再エネ供給

改善

改善 改善

地域脱炭素を手段に地域課題も同時に解決

ソーラーシェアリング

地域課題解決 地域脱炭素



発電事業

農業

ローカルエナジー

ガイナーレ鳥取

ソーラーシェアリング

中国電気システム 山陰合同銀行

保守 紹介

整備

耕作放棄地

学校
（環境教育）

スポーツ施設
スポーツ振興

補助金

電力
オフサイトPPA

芝

脱炭素先行地域

荒廃した農地の活用
（雑草・害虫対策）

地域課題

ヌカカ等による害虫被害

セイタカアワダチソウ等による
景観被害

解決

Ｊリーグ

事業スキーム

地権者
所有

非常用電源
（災害時）

提供
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しばふる太陽光発電所がもたらす効果

モジュール ：75.6kW

パワコン ：49.5KW

想定発電量 ：79,000kWh/年 1,580,000kWh（※）

敷地面積 ：2,726㎡（設備占有面積1,094㎡）

CO₂削減効果 ：約42.58 t-CO₂/年 約851.6 t-CO2（※）

※…20年合計

しばふる太陽光発電

環境リテラシーの向上
ソーラーシェアリングによる再生可能エネル
ギーの地産地消は、地域の環境教育の一環とし
でも紹介され、次世代を担う環境リテラシーの
高い人材の育成にも繋がります。

レジリエンスの向上
1日の想定発電量は平均200kWh程度となる見込み
で一般家庭の20日分程度の電力を使用すること
ができます。
災害時には非常用電源として開放することで情
報収集等災害から生き延びる力を支えることが
できる発電所です。

ソーラーシェアリングのイメージ向上
ソーラーシェアリングの成功モデルとして広く
認知されることで、行政内の慎重な立場の関係
者にも理解が進み、地域内での導入促進につな
がります。
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波及効果と期待効果

波及効果 期待効果

「Jリーグ支援 × 地域新電力 × Jクラブ農業」は、耕作放棄
地の再活用と脱炭素を両立するモデルです。
また水戸ホーリーホックでも同様のソーラーシェアリングが始
動し、横展開が進行中。

全国には約700社の新電力会社があり、Jリーグクラブは60クラ
ブあり、全国へ横展開の再現性の高い取組である。

しばふる太陽光発電所は、パネルの「影」が作物の日焼け・高
温ストレスを抑える効果を検証する実証的な側面を持ちます。
温暖化が進行し、猛暑が常態化する中で影の活用を気候適応策
として示す先行事例になることが期待されます。
「影」に作物の日焼け・高温ストレスを抑える効果があるとす
れば、太陽光発電による日よけを収量安定の手段になる事を期
待している。

60クラブ 全クラブに
導入した場合…

4,536kW
約474kWh/年

一般家庭約1,200世帯分に相当


